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Bow。さんを偲ぶ会「Thanks Bow。Party」
をMRYで開催しました。本人の遺志に沿い、
喪服禁止で軽食のみの会には、仕事関係、
出版業界だけでなく、ファンもたくさん参加
し、よい会となりました。

●
　昨年11月17日に亡くなったBow。さんが手
書きで残した「葬儀するならパーティ形式で」
に沿い、2025年前半に「お別れの会」を開
催しようと準備に入りました。会場の最初の
候補はBow。展を何度も
開催したM2ビル。でかけ
て現場を見て相談しまし
たが、空気感、コスト、駐車
場問題で不可。Roadster
展とともにThanks Bow。
展の開催は決めていた
MRYで、と施設管理責任
者の大鶴くんに、日程含め
相談して決定。とはいえ、
お別れの会というイベント
づくりは初体験。参加する
方々も、いつものイベント
とは違うわけで、ここ数年
で一番悩みました。
　名取賢（まさる）くんに
最初からいろいろ相談しながら進めました。賢

くんは中学生のときに
Bow。さんと知り合って
30年、特にここ数年は
Bow。さんの自宅の工
事や荷物移動などで尽
力。本業は不動産屋さ
んですが、好きで始めた

旧車の整備もプロなので、Bow。さんの熟年
の仲間たちの旧車の面倒も見ていて、信頼さ
れています。生前のBow。さんから愛車TR-3
を（その古いナンバーを維持することも含め）
委譲され、現在の所有者でもあります。Bow。
さんの友人の松浦さん宅にあったTR-3(Bow-
Ken号）やTriumph T100（バイク。実は最初
のオーナーはCarGraphic創始者の小林彰
太郎氏）もサルベージ整備しています。5月に
千葉のサーキットでBow。さんの仲間が主催
した旧車イベントにTR-3をもっていき、Bow。
さんの奥さんを助手席に乗せて走ったり、by 
Bow。collectionとして出店したり、6月の代
官山蔦屋でのフェアでもTR-3を展示したり手
伝ってくれてます。今回のPartyのコンテンツ
として、30年前のBow。さんの作品集CD-Rか
ら動画を作ることやプロジェクタ上映、展示車
の手配など全面依頼。
動画は、主に、賢くんの
同級生でBow。さんの
TR-4を譲り受けた、大分
在住の小久保くんもが
作ってくれました。

●
　金曜までに会場を90％設営。土曜に絵本
の原画や他の原画、ホワイエで展示中だっ

たTR-3を移動設置。場内の机やいすの設営
は、メンバーも手伝ってくれました。大久保く
んも加わりプロジェクタも使ってリハーサル。
　当日は、朝から以前Bow。さんと公私両面
でつきあいがあった吉澤くん、野澤くんらも手
伝いに来てくれました。とってもありがたかっ
たです。TR-4を搬入、その後、Bow。さんが
以前保有していた、Lotus 47GTも、現オー
ナーの厚意で搬入展示。3台がそれぞれ存
在感を放ちます。入り口にはT-100を置き、参

加者を出迎
え。入り口
には、追悼
寄せ書きタ
ペストリー
も設置しま
した。たくさ
ん の 人 が
感 謝 や 思
い出を書い
たり描いたりしてました。
　参加者110名余のうち、30名くらいは
RCOJメンバーのBow。さんファン。参加しつ
つ、誘導、会場かたづけなどいろいろ手伝っ
てくれました。ありがとう。ホワイエでの受付は
いつもの片桐美鈴さんを中心に。
　軽食として用意したのは、マクドナルドのハ
ンバーガー（3種で110個くらい）とナゲット180
個。Bow。さんが好きだったから、という理由で
す。到着するなり食べている参加者がいたり。
笑。ドリンクは、麦茶とジュースと常温の水。そ
して、賢くんの仲間でホットコーヒーもサービ
ス。すべて量的にも無駄なく、よかったです。

●
　会は、スクリーンに映
るBow。さんの遺影の
前で、奥さん池田晴美さ
んの挨拶から始まりまし
た。次はネコパブリッシ
ング創始者カーマガジ
ン初代編集長で、表紙の絵にBow。さんを
起用した笹本健次氏。カーマガジンがBow。
さんの活躍の場を産んでくれました。
　その後は賢くんの凝りまくった追悼動画を

会場スタッフ：名取賢、名取捷、目黒直樹、小久
保雄介、本間、吉澤優太、野澤玄洋、水落正典、
Yoko、池田晴美、原健介、角貴浩、角可恵
受付他スタッフ：片桐美鈴、片桐博也（撮影）、茂
田直大、松島輝明、松島若葉
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上映、参加者10
名、思い出やエピ
ソードを画像ととも
に語っていただき
ました。松浦健さん

（ 友人 ）、渡辺敏
史さん（カーマガジンの探検隊の相棒）、大久
保さん（糸魚川クラシックカーレビュー主催）、
田中むねよしさん（漫画家）、橋本さん（友
人）、馬場さん（47GTメカニック）、田中秀宣さ

ん（カーマガカメラマン）、藤
原さん（カーマガ元編集長）
吉田拓夫さん（カーマガ編
集者）長尾さん（カーマガ最
後の編集長）。それぞれのエ
ピソードを参加者皆で共有
し、Bow。さんの人となりを
一層知ることできる機会とな
りました。
　3時間、あっという間で、
ほぼ予定通り閉会。参加者
には、記念品と
して、コットン
バッグ（日付入
り）、ポストカー
ドブック、ポス

トカード額装（日付入り。30種類
からお好きなものひとつ）、Have 
Love for your Sportscarステッ
カー、Bow-Ken Racingステッ
カーをお渡ししました。

　私も久しぶりに会えた方々と挨拶、会話で
きてよい機会となりました。やってよかったで
す。手伝ってくれたスタッフ皆に感謝。終了
後、「よい会をありがとうございました。Bow。
さんとの思い出を刻む意義深いものとなりま
した」といったメールも届きました。

●
　亡くなってからの8ヶ月、いろんな人がそこ
にいてくれて、車もあるべきところに落ち着
き、偲ぶ会もよい会となりました。個人的に
はひと段落しつつ、今後もBow。さんをテー
マにしたこの規模のイベントはできるなあ、と
思ったり。生前「ぜひ作り続けて」と言われ
た毎年のカレンダーだけでなく、Bow。さん
の「たくさんの人に自分の絵を見てもらいた
い」という想いに継続して応えていきたいと
思っています。
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